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医療用電子飛跡コンプトンカメラの性能評価
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【目的】コンプトンガンマ線カメラではコンプトン法を用いることにより、機械
的コリメータを必要とせず広いエネルギーダイナミックレンジ、広い視野を得る
ことが知られている。我々はこの原理を用いたカメラをさらに改良し一事象毎の
ガンマ線到来方向決定精度を上げることに成功した。このカメラを用いれば核種
のエネルギーを考慮せず、また複数核種の同時計測が容易になるため、新規放射
性薬剤を開発する上で非常に有効であることが期待される。今回の実験では高エ
ネルギー核種を用いたイメージング、また複数核種の同時イメージングを行い、
原理的有効性を示す実験をおこなった。
【結果および考察】今回、我々は口径が 10×10cm2のカメラと 30×30cm2のカメラ
を用いて定量評価を行った。List-mode MLEMを用いて定量性を 10%(1σ)、一様性
11%(1σ)を達成した。また３核種(Ba-133:356keV, Na-22:511keV,Cs-137:662keV)の同
時イメージングにも成功した。また 30×30cm2カメラでは 100cm の線状線源のイ
メージングにも成功した。
 


